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国土交通省が盛土規制法の施行に合わせて創設した「ストックヤード運営事業者登録制度」

（土質改良プラントも登録対象）は、2023 年 5 月 26 日の運用開始から８カ月が経過した

2024 年 1 月 26 日時点で、全国 274 社 407 カ所に達しました。資源有効利用促進法の省

令改正に基づき、元請け業者は 2024 年 6 月 1 日から建設発生土の最終搬出先の確認が義務

付けられますが、本制度に登録したストックヤードに搬出するのであれば、元請け業者の確認

は登録ストックヤードまでとなります。 

登録受付機関 登録事業者

数 

登録ストック

ヤード数 

北海道開発局 3 5 

東北地方整備局 27 33 

関東地方整備局 50 89 

北陸地方整備局 24 37 

中部地方整備局 30 41 

近畿地方整備局 69 93 

中国地方整備局 27 39 

四国地方整備局 7 9 

九州地方整備局 34 57 

沖縄総合事務局 3 4 

合 計 274 407 

JASRA会員限定ストックヤード登録標識を制作・販売 
～会員ログインページにて随時受付～ 

「ストックヤード運営事業者登録制度」で登録通知を

受けた者は、登録標識をストックヤード現場に掲示する

ことが義務付けられております。JASRA では、会員限定

の『ストックヤード登録標識』を制作・販売しております。 

会員ページ（ https://member.tsuti.net/login ）にロ

グインし、「JASRA ストックヤード登録標識」をダウン

ロードしてください。中にある「注文方法」に従って「発

注書」に記載の上、登録済み「別記様式第一号（１）（２）」

を添付して指定メールアドレスまでご注文ください。 

福島県いわき市小浜町中ノ作 129-2 

TEL 0246-63-5173 

▲ストックヤード登録標識見本 

都道府県別では、登録事業者数は、大阪府 25

社、埼玉県 20 社、福岡県 18 社の順に多く、ス

トックヤード数では、埼玉県が 33 カ所、大阪府

が 29 カ所、福岡県が 28 カ所の順に多くなっ

ています。 

制度の開始後、毎月数十カ所のペースで増加し

ており、着実に登録制度が浸透している模様。た

だし、登録者数ゼロの長野県、鳥取県、香川県、

佐賀県を含め、非登録のストックヤードもまだ全

国に多数存在すると見られます。 

JASRA 会員の皆様には、今年 6 月までに登

録を済ませて建設発生土の適正な処理に協力し

ていただけることを期待しております。 

 

https://member.tsuti.net/login
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【１】行事予定 

・3 月 12 日（火）：第 9 回技術研修会/会員向けセミナー/会場：東京交通会館（東京・有楽町） 

【２】定時社員総会の予定 

・8 月 22 日（木）：第 4 期定時社員総会/会場：第一ホテル東京（東京・新橋） 

【３】2 月 5日現在の会員数 

  ・正会員６2 社 賛助会員 3５社 特別会員 2 社 合計９9 社 

【４】投稿記事の募集 

・「JASRAニュース」では、会員の皆様からの投稿記事を募集しています。ご希望の方は、下

記事務局までお問合せください。 

お 知 ら せ 

令和 6 年 1 月 18 日、第３回 JASRA 建設発生土リサイクル講習会「建設発生土リサイクルのた

めの人材育成」が東京・新橋で開催された。会場には、約 60名の参加者が集った。 

第１部として、国土交通省から「建設発生土の有効利用等の取組」および「建設工事から発生する

土の搬出先の明確化等」を講演。盛土崩落事故から学ぶ建設発生土の有効利用、建設汚泥の再利用に

関するガイドライン、ストックヤード運営事業者登録制度を活用する適正な土砂の搬入出など、建設

発生土をリサイクルする意義が解説された。 

第２部は、（株）サンリから「金メダルから学ぶ『最強メンタル』の

つくり方」を講演。数々の金メダルチームやトップアスリートのメンタ

ルコーチをしてきた臼井博文氏により、社員のマインドアップに繋がる

技術を紹介していただいた。“脳から心を鍛える”ために、いつもプラ

ス思考であることが大切であると述べられた。特に、金メダルチームに

も適応した、仕事がワクワクするほど楽しい環境にすることが会社の人

材を人財にするという話に会場は盛り上がった。 

第３部は、「建設キャリアアップシステム」の利用方法と新たに創設される

「登録土質改良基幹技能者」の解説。建設に携わる技能者が年々減っているな

かで、いかに若い世代の技能者を育成し、建設発生土リサイクルを推進する持

続可能な社会を構築できるかが当協会の役割でもあると述べられた。 

参加者からは「とても面白くためになった」という声が多く上がり、次回の

講習会にも期待の声が寄せられた。 

 

事務局 

（株）サンリ 能力開発研

究室 室長 臼井博文 氏 

第３回建設発生土リサイクル講習会 報告 

 

会場の様子 
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